
 

山梨大学教育人間科学部附属教育実践総合センター 

センターだより 第５８号（通巻第１２５号） 
2007 年 5月 30 日 発行 

山梨大学教育人間科学部 

附属教育実践総合センター 

TEL 055-220-8325，FAX 055-220-8790 

E-mail:jissen@sazanka.aj3.yamanashi.ac.jp 

URL:http://www.cer.yamanashi.ac.jp/ 
 

 

■ 平成 19 年度第 1 回教育実践総合センター運営委員会報告 

平成 19 年度第 1 回教育実践総合センター運営委員会が、 5 月 23 日（水）16:30～17:30 に教育

人間科学部特別会議室にて、勢田委員長、今、川口、平野、廣瀬、木村（附特）、澤登、鳥海、成

田、山下、永田（客員教授）、土橋（客員教授）、の各委員の出席のもとで開催され、以下の項目

の議事が執り行われました。 

• 報告事項  

o 新規客員教授として土橋英俊氏の就任  

o センター研究紀要・センターニュースの発行及び配布状況について  

o センター研究協力者について  

o 平成１8年戦略的プロジェクト等について  

 教育実践研究部門：「授業研究実践論」による県との連携、若手教員対象による

教員の実践的力量形成支援   

 情報教育研究部門：高等学校教科情報担当教員支援、情報通信技術を活用した

教育実践・カリキュラム開発支援  

 教育臨床研究部門：教師のための相談事業・教員研修、教育相談事業-学内相談

事業のコラボレ－ション  

o 事務補佐員として加賀谷陽子氏の継続採用  

• 協議事項  

o 平成１9年度センターの事業について教育実践研究部門、情報教育研究部門、教育臨床

研究部門の各部門から説明があり、審議の結果、これを承認した。  

o 平成１8年度センター決算について説明があり、審議の結果、これを承認した。  

o 平成１9年度センター予算について審議を行う予定であったが、予算の配分が決定して

いないため、H18 年度と同様に配分することでセンタ－に一任された。  

o 平成１9年度センター紀要編集委員について説明があり、審議の結果、従来の通りとし

て承認した。  

o 平成１9年度センター施設・設備利用委員会委員について説明があり、審議の結果、原

案通りとして承認した。 

 

■ 平成 19 年度第 1 回期間採用者等研修のお知らせ 

本年度第 1回期間採用者等研修会を次の要項で開催します。これは、主に期間採用者を対象としたも



のですが、学部生・大学院生の参加も歓迎します。教員採用試験を受けようという学生には是非参加を

呼びかけてください。参加にあたっては、人数把握のためできるだけ事前申し込みをするようお願いし

ます。プログラムの詳細や申し込みのページは実践センターホームページにあります。 

 

○ 日時  平成１９年６月２日（土）９：３０～１５：３０（一部１７：３０） 

○ 場所  山梨大学教育人間科学部Ｊ号館５階Ａ会議室 

○ 内容  ・教科等指導法基礎研修「児童・生徒を引きつける授業の工夫」 

      ・学級経営「児童・生徒理解と学級・ホームルームづくりへのヒント 

・前年度受講生からのメッセージ 

・教職の基礎知識「教職に役立つ教育法規・制度の知識」 

 

  ※ この期間採用者等研修は本年度も計３回、実施する予定です。 

    第２回  ８月３日（金）    第３回  １２月１日（土） 

 

■ 第1回「教育相談室連絡協議会」のご報告（山梨大学地域社会連携融合プロジェクト） 

第1回教育相談室連絡協議会を5月24日に開き、今年度の事業予定や体制、相談状況、附属学校園へ

の支援等について協議しました。今年度から新たに山梨県教育委員会及び山梨県教育四者と「地域連携 

子どもと親と教師のための教育相談事業」を開始しました。５月に入り、県内の保護者の方から４件の

相談が寄せられています。次回は7月17日を予定しています。教育相談室に関するご意見や利用につい

てはセンターまでご遠慮なくお寄せください。 

 

■ 第 1 回教育臨床研究会のご報告 

5 月 25 日（金）10 時半より（於 J号館 5Ｆ多目的教室）千野絹子教諭（わかば支援学校教諭・本学研

究生）の実践報告をもとに、「特別な教育的ニーズへの支援を考えるー児童期から青年期の支援を考える

―」の学習会をし、保護者、教員、学生など 13 名の方が参加しました。次回は 7月 6日(金) の予定で

す。ご関心のある方はどうぞ直接会場（J号館 5Ｆ多目的教室）にお出かけください。 

 

■ 「教師相談室」及び相談室の備品をどうぞご利用ください 

教育相談に教育相談室（Y-304）をどうぞご利用ください。鍵は教育実践総合センター事務室（Ｊ号館

４Ｆ）にあります。利用された場合には、相談室内に置かれた使用簿及び報告書の記載をお願いします。

（なお、火・木・金曜日の午後は教育実践総合センター及び附属特別支援学校相談支援室が優先的に使

います。）教育相談室の心理検査やソーシャルスキルを高める児童・生徒用のゲームなど備品を貸し出

します。借りる際には使用ノートに記入をお願いします。 

 

■ 「教師のための教育相談」の報告書に関するお願い 

教育相談を実施した方は報告書の提出をお願いします。報告用紙は庶務事務室入り口左手の共通レタ

ーケースの中にあります。提出は随時受け付けておりますので、鳥海のレターケース（障害児教育講座）

にお入れください。 

 

                                            

 これまでのセンターだよりの一部は http://www.cer.yamanashi.ac.jp/pub/nl/で見ることができます。 


